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【第二期中期目標期間】評価結果（案）に対する大学法人の意見について 

８頁 

評
価
書
案

【全体評価に当たっての意見、指摘事項】 

次に、社会貢献等について指摘する。 

３ 地道な社会貢献活動を計画どおりに着実に進めていることや、メディア対応を研究し適切

に対応したことにより、大学の地域貢献度ランキングにおいて東海地域で第1位（平成27

年度、29年度）となるなど大学の評価や知名度の向上に大きく貢献していることは評価でき

る。引き続き公立大学として地域の抱える課題に敏感に向き合い、常に社会に貢献できるよ

う取り組みを進められたい。 

法
人
意
見

評価委員会の議事録によると、「日経グローカルというマスコミによる大学の地域貢献度調

査を真摯に受け止め、調査内容の把握に努め、低評価となっている課題事項を分析し、工夫や

改善を図るなど、適切に対応してきた」ことを評価いただいたという認識ですが、「メディア

対応を研究」という表現では、「マスコミ対策などの広報戦略を練り、広報活動の推進を図っ

た」ように受け止められかねないことから、下線部を「課題事項を分析し適切に対応した」と

修正いただきますようお願いいたします。 

２０頁 

評
価
書
案

【評価に当たっての意見、指摘事項】 

・大学の地域貢献度ランキング 東海地域第1位〔特記事項〕 

  ⇒ メディア対応を研究し、大学の評価や知名度の向上に大きく貢献したことは評価でき

る。引き続き社会的評価の維持・向上に努められたい。 

法
人
意
見

上記同様の理由により、「メディア対応を研究し」という表現では誤解を生じかねないこと

に加え、8頁にもあるように「地道な社会貢献活動を計画どおりに着実に進めていること」も

評価いただいていることから、下線部を「社会貢献活動の着実な推進や、課題事項への適切な

対応により」と修正いただきますようお願いいたします。 

資料２－２ 
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 ２３頁 

評
価
書
案

【業務実績報告書の自己評価と評価委員会の評価が異なる理由】 

 中期計画で掲げた取り組みについては達成したものの、「健全で安定的な運営体制を確保す

る」という中期目標の趣旨を踏まえた場合、第二期中期目標期間において附属病院の経常損益

が平成27年度以外は赤字であったことからＡ評価が妥当であると判断した。 

法
人
意
見

第一期と第二期の経営状況を比較すると、減価償却費は６年間の合計で約61億円増加し、ま

た、診療報酬のマイナス改定、人事委員会勧告による人件費の増、消費税増税などの外的要因

も経営状況に大きく影響を与えました。さらに、運営費交付金は６年間の合計では約29億円減

少しました。もし平成27年度からの３年間で計15億円の追加措置をいただかなければ、６年間

で44億円も減少することとなり、大変厳しい状況となっておりました。 

附属病院としては、現状の評価結果（案）にも、救急医療体制、東棟（喜谷記念がん治療セ

ンター）、総合周産期母子医療センター、手術室の増室など医療体制の強化を図ってきたこと

が特筆すべき取り組みに多く記載されていることに加え、病院長のマネジメントのもと経営と

運営の改善にも着実に取り組んできました。その結果、診療収入（６年間合計で約390億円の

増加）や新入院患者数、紹介患者数、救急搬送件数などの各種指標は着実に増加させてきてお

ります。 

このように第一期に比べて第二期は非常に経営環境が厳しい中、上記のような経営改善の取

り組みにより診療収入も大きく増加させ、一定の赤字に留めたことはご理解いただきたいと考

えております。 

  第一期と第二期の経営状況の比較 

                                   （百万円） 

年度 第一期 計 第二期 計 差 

診療収入 107,710 146,741 39,031

運営費交付金 7,468 4,571 ▲ 2,897

減価償却費 ※ 3,904 9,964 6,060

損益 3,358 ▲ 468 ▲ 3,826

  ※資産見返戻入を除く損益に影響を与えるもののみを記載 

※上記の理由から、以下のように評価書案を修正いただきますようお願いいたします。 

（修正案） 

 中期計画で掲げた取り組みについては達成した、厳しい経営環境の中、診療収入を着実に増加

させてきたことなど経営改善の努力は評価できるものの、「健全で安定的な運営体制を確保す

る」という中期目標の趣旨を踏まえた場合、第二期中期目標期間においてける附属病院の経常

損益が平成27年度以外は赤字であったことからに鑑みるとＡ評価が妥当であると判断した。 
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２８頁 

評
価
書
案

【評価にあたっての意見、指摘事項】 

・自己財源の確保〔特記事項〕〔91〕〔95〕 

 ⇒ 実習関連経費の見直し、有償貸付施設の拡大や料金改定を行うなど自己財源の確保に

努めている点は評価できる。運営費交付金の算定ルールに一定の経費削減率が導入され

ていることを踏まえると、自己財源の確保は欠かせないため、さらなる取り組みに期待

したい。なお、施設貸付料金の改定は時に社会貢献、地域貢献と相反関係になる場合も

あることが考えられるため、バランスを取りながら引き続き取り組みを進められたい。

法
人
意
見

 「有償貸付施設の拡大」とありますが、貸付対象として明示する施設の拡大だけでなく、

受付時期の前倒しや、様々な場での周知による、貸出し件数の拡大にも努めておりますの

で、「施設の有償貸付の拡大」に修正いただきますようお願いいたします。 

基本的な考え方は、「施設の貸出し等の利用促進」により、財務内容の改善をはかりつつ、

公共的・公益的な各種資格試験等に貸付をすることで社会貢献を行うものですから（なお施設

の貸出しについて「地域貢献」という言葉は使用していません）、適正な料金で、利用の促

進・貸付の拡大を進めていくものと認識しており（監事からも「今後も適切な貸付料とするた

め、一定期間ごとに不動産の評価を行うなどにより、改定を検討すべき」との意見をいただい

ております）、評価書案も同様の趣旨と存じますので、それが明らかになるよう、次のとおり

修正をお願いいたします。 

（修正案） 

なお、施設貸付料金の改定はについては、適切な評価のもと、適正な料金となるよう、今後も検

討しながら、時に社会貢献、地域貢献と相反関係になる場合もあることが考えられるため、バ

ランスを取りながら引き続き施設の貸出し等の利用促進の取り組みを進められたい。 

２８頁 

評
価
書
案

【評価にあたっての意見、指摘事項】 

・数値目標の達成 

 ⇒ 純資産比率、流動比率、経常利益比率など計画を達成できなかった項目について、原

因をしっかりと分析し、第三期中期目標期間における財務内容の改善に活かしていくこ

とを期待したい。 

法
人
意
見

数値目標は、それ自体を最終目的とするものではなく、健全な法人経営を行なうための、

財務内容の改善の目安・指針であると認識していますので、下線部を「目標」に修正いただ

きますようお願いいたします。 


